
防 虫 料 堺 餅 15俳 書

TheRed･ttctiollin Yi¢ld.ofRjc8OaⅦsed by tile Infestatioll0f theRice-borer.

(Prelilninary note)･ yG20 M rYJ川 OTO (EntomologicalIJadoatol･y,KyotoUniversity).

RcceiもedMay;iO,l拍o.B｡/ユ･'卜K,,a"lm ].5=ユlo..1鮎8(withEnglishresumeIl°)

19,東ニイヒ期のこ舷頓虫による相の被番についT･*(予報)

笛木裕三 (京都大学 臆学部

二化演出 (ChilosiNli･le･vBuTT,･IR)の加韓に依っ

て梢の収鹿が変化するとき,節-化糊の幼虫による被

熟思桐の分舜LiL仙生理的三股 的状態を通して収故にあ

らわれて来るのに対して,妨二イ出切の朋 Lは成iifu133に

ある相棒が韓を受けるのでより憤接に収漁に患歯して

氷ると思われる｡ 約二化糊の二化供血の破魯粋に稔

った馳 十 %の稗の更けた放熱比況によサこどの様に

その平均敬譲亀及びその比電別組成,換言すれば菜食

粒妙合にどの様な影響を輿えるかな調べて見た｡此の

調査は,後に示す掛 こ柄のただ一つの晶種,ただ一

つの土地載増懐件の下で行っただけのもので,栄作?

叉二化供血圭良港の複輝きを思うとき,この轄果を以て

全般を伴することがtu氷るとほ勿倫考えでもいないo

Lかし親の生産に二化塀虫の約二化朋幼虫の加害がど

の様な影響を輿えるかの一塊について,何等かの示唆

を飼えるものとして,今rELlの調穂綿粟を報Jt!J'･し庇いO

この調査を行うに当って,終始鞘 旨導を賜った内EU

芸諾 監 慧認 諾志芝禁 芸芸言誤 警慧慧 右.;

大学肺陣教場長銀河功観象 稲田旧助敦ま乳 租本部制

の諸氏に報い感謝の濠を艶わすものである｡

Ⅰ. 観査方法其他

この調頚は高齢 剛こある濃郡大学農学部附属騨 ti'漁

場で行われた｡圃場に放ける断機供の大様を示す■と次

の渡りである｡

1)晶橿 方摺6旭

2)苗代 塗込式水間代

捕闇糊 5月12m 輔種旗印当2奇

問代肥料(坤当)ヨ湖巴 抽掴 [)丸 流管別払

過燐酸石郷 5胤 蝦拠加B!20.匁,追肥硫安20匁

3)朝作 /)､亦

4)米山肥料(段当) 議馴巴 雛肥約200拭,硫安4既L
8月2相 施肥.韻肥 硫安2既-7月20日施肥

新鶴Ⅰ5既 8月Fln施肥
5)櫛挟8月2∈伯,林間滞北ア寸一瀬酉9寸,1棟 木植

r))中期麟草 7月恥 下旬鞭械除革弼横路 二々臥

7月宋手根一回

7.)落水 9月下旬

S)刈取 ユ1月上旬

この執ま暖冬襲帝と形容される様に低将が長く続き

掛 こ.7考に入ってから例科こ比し背しくⅠヨ減免少く,i

LIO

昆叔学研究寅)115一札3O受理

しかし71:]下旬以降LLりす上旬までほ温度も商くな

馴 鵬とヰ)多かった上に,水も性で宿絃光背の遅延を

i)戻し,8月下旬には輩-A:平均95粗 分光数平町Il

でほぼ平年.な射こなったOしかるに9月中旬唄よE)

び日照不足とそ拍 こ件ふ低脚こ見舞われ,一部に宅

クtfイモチの発さじした田もあり糖剛 史畠は平年作を

や下廻る結果であっ毎 実験に使用した田の籾の実I
矧忠段当418前で,韓にホクビイモチ基地の病害にも

されず,叉調査の掛こ踏込んだ影響は械討したが.

山すことが出水なかった｡菰風による折損は殆んt'

く,出穂期は9)ヨ5臥 開花は9月121ヨで,典に平
I

に比L著しい遅速はないO

調査に月恥､た桐の被審蟹笹,予め=化堺虫を採卵

強靭変色顎を那･宗して未だ分散を始めていない著L

虫を耽り去ることを馳Tiして,掘除した実験区に,

鰭的に接簡した妖虫卵に基くもので,接種郎 した卯

は4,その各に合判 Lた卵数は11弘145,105,15

前2着は8月3ORに後2番は8月27日に晒化し串

義は10月27日と30即こ刈頼ったものについて行つ

刈脚 如こ於でも.督卵塊にもとザく被韓登は懲狐

でいて瓦に謁なり合う様なことはなかったO

かくして被害葦に稔った機について平均顎粒笥

比寵別組成を耶ましたo 粗は予め 25DCの栢減一

和食塩水醐 ヨいて嗣榊した｡粗の含水漁は平均 14
乃lG.1.iI).4%で.大凡15%と見てよい｡比屈を分け;

は,食塩水を恥 ､たO佃この調査結果には探り香れ

ことのLE椀 なかった ′′IiH-く卑 ′′及び脇く早い時

ド_感化して全く壊持してしまった棺が4輯あった

を考慮に入れる必要がある｡

-H.調査結果及び考察

先ず桁に賂二化湖の二代娯虫の被歯を靴底する丹

があるかどうかを考えた｡そのために波涛を受け

株中の無根肇壁と,禎磐を受けなかった肘Flのそ

の相を比較して見たOその結果は餌1義に示した｡､
此の結果についてFfSI川ⅠものF一分苑を用いて有

の差カミぁるか否かを披討した｡被韓を受けた棟内で

韓を受けなかった掛 こは>10月27馴こ収穫したも

30円に牧越したものとがあるが,此の両者の問に

窓な蓑は認められなかったO更に北等のものと禎

* 京都大挙鹿車部見放畢研究亀熊駅帝王92蚊 ,
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解ユ襲 :平均粗飛魚及び此罷別細鹿
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受けなかった株のものとの間にも有意の差は認められ

ない｡しかし第二化期の二化供虫の加宮は藷梓及び低

次分栗の比較的生蔭カの商いものに多いことを考えた

ならば,此の結果を以て-概に桁には筋コイヒ糊の二化

峡虫の加宵に対して補償作用がないと云ひ切れない様

である｡

以上の検討,叉以下の老熟に当っても,轍の静粒款

は考掛 こ入れなかった｡それは,桁の取の着粒数は約

二化揃の二化朕虫の加害する鴨 別の前にすでに決定さ

れると考えられるからである｡故に同位の稗についで

は親の一粒当 り平均覇丑の変異を以て,その禅の生窪

カの変異を波接に荒すものと考えたのであるD今の場

倉磯肇を受けなかった株と,被晋を型 ナた株の,桝 享

を受けなかった梓より得た轍を全部∵緒にして,以下

に迦べる検討の梗唯 とした｡約1窮より見ると,無敗

覇墨と妓奮発 との間には,その平均粗現数及び比鼠別

紙成典に相当の相革がある倭に馴 〕れる｡比露別組成

については,それを置換に比較する泡習なか蔭が得ら

れなかったので,便乱 じ粗の此雷別区分を ユ)此電

1.OG以下,2).比霞ユニO6よりlJ2以下J3)此認111gよ

り1,18以下,4)比雷 1.】8以上の四つの部分に捻指し

てその芥の部分に禽剖 Lる輝の比率の異常を考えて見

た｡この四つの内 1)の約3分の2ほ枕であって,完

全粒は全 くない02)は完全粒は殆んどないが,枕も

叉重くないO3)榔 昭 に発会粒を含んでいるが'その

発矧ま完全ではないものが多いO触 ま殆んど全てが先

金に充実した粒よりなっているO各々に属する粒の比

麿 の異常を定めるには,まずその正常な比率の笈田を

決めることが必要であるO軸被薯埜全部より得られた

結果に?いて･F一分布を利用して危険率1%でその

脊祁 )範由を計艶 て朋 Lを廃車とも,その諦関を逸

脱するものをその階級について郵 貯の生じているものー

と考えた｡無紋害華より得られた各々の部分の比率の

分布はやや否んで掛 ､るがほぼ正常分布に好い分布型

をt/tいる様であるから,此の槍封に ト 分布を用い

て標準とおる範囲を求めても大きな過熟 まないもの七

考えられるOその正常範陶は

次の湿 りである｡

1)00- 26.5% .

2)00-･7.8%

3)010- 狐4,oi

4)C8..5-100.(I,oo'

以上の緒異を加韓封 Lた節

数及び加粥された融蝕 こつい

で京したのが第 2寂である｡

これによると比課の寂も軽い

(7)の部分に,粋も輿常轡が

低く,朋 LよりL･ヒ課の窮い方

え行くにともなって異常率の

高 くなる傾向が認められるO叉被輩程蚊を師 細 れた

離間の数で売すと,紗吉野程度が乾くなるほど牢頗共に

bli潤 の轡は明かに高 くなるD

餌2表 :妙鵠醗姥及紋野郎取による粗の

比認別組成の典衝撃

* 接例数少牽もの 都

桁の稗を縦に斬って見ると,:1,覧部に筒状に簡間の想

い節が数節あり,その上二郎こ簡閲の伸長した節が 4-
5あるC此の節間の長く伸びたものを下方から職に尊

母を附け亡被額を乾けた簡関の位置を試すと,被醤種

皮が静しいものの問でも,粧賓の部il/:がことなると鼎

常の率が相違し∴敏和 囁 いところに及んでいるほど

興衝撃は滞 くなつでいるO

放電別組成の戯鰍 忠,各比驚部分から鵡l泉に示し

た様な毅蛮粒率を持つ｣こい忘ことにより,発覚に対せ

芸票警急設 芸還 認 識 霊宝霊聾cq芸濃 芸琵

＼111＼
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て見た｡その綾取を第1匹IL_約2図とに示した｡鞘_1

軌 ま披賓程度によって,約2図はさらに披磐郡tl'i.によ

Vって,骨の平均粗枇誼の相対姥数を判硯の小なものか

ら親機 した曲視である｡此等の軌 こよって明かに判る

様に,被審粗度が甚しくなると平均籾覇盆の軽い穂の

割合が崎加して氷る.叉槻鞍程度の等しいものの関で

は.-Jm解離 した節問の位記が掛 1ほど,･平均微粒電の

低い 屯のが多 くなるoLかも被粥楳蛇を異にするもの

の問でも,被腎を受けた簡閲の巌もJ･_の (概に紙い)

滝のが同 じ位鷺のものは,被鴛程度が等しくて.被磐

を矧 ナた節閏の鹿も｣このものの位既がことなるものと

よE)もむしろよく似た傾向を探ることは興味が僅い ｡

約1匪l

このことは,節二化期ぬ=イヒ択虫に加宥された桁の

版数滅,少は,被輩の程度よりもむしろ被害部11'J1.の高 さ

に大きく支配され ることを京 かものと考えられるo

桁の淋収についで,被薯程度と触韓部位 との間では

被軍部位の方が廃位を占めるものであると考えた｡し

かしここで見 られた禎袈部位の蓑による膨幣が輿にそ

れのみの効果であるか文様それ と被韓を受けた時期の

早晩 とが伴って瀞響し･こいるの射 こついて考えて見る

必欝があるg未調査では此の点について稚な糖箱は得

ることが出来なかった｡しかし一つの試みとして,枇■
めRl屈朗 Lるのは開花即 日もない比糎 碑 い時糊であ

ることに托目して, 比寵の最も軽い 比認1･OG以下の

1.18以上のものの占める割合の瓢幣を前に地べたと同

様の方淡で調べたo無糖幾艶について特たこの部分の

ものの占める準の滝田はET)(i7乃煎10O･0%であった｡

此呼の結果は約3翁に流してあるO●
第 3裁 :枕の増加と平均粗粒霞の関旅

鞍 例数の少いもの

･x･*被脊節数1の中には第1･4節の板野がt'3例ある

此の衣によると.比唱]･OG以下の部Ihの界常に増加

してい石ものはその正常なものに比べて平樹奴電食が

簡しく小である｡常に比霞 1-18以上のも

少したものの翠も,前者が 21･2% に対して,後者は

95･7%と比濡1･06以下のものがFq･常に櫓加t,たもので

は甚しく高 くなっている｡比の点から見ても比茄1･(JG

以下のものの戯翻 こ輯加したもので平均粗重丑が小く

なっ ていることは軍に枕の聴加した都のみによるので

ほなく,完発粒が練ったことの二つが綜合駒に働いて

いることが一酎貌されるQそこで更に実際に観察された

被涛蛍の時間竹推移と,平場紅罷数の相対度数の衡 韓

塾 と無破軍報 とに放けるも

作って間者を比校して見た｡その粕馳忠節3図に斎さ

れているo図で,

約3図

･● - uttI､叫
一･･0- 8t 甘J fq

-●一 汁 f 一 ttt

一〇 一 cd7Lt ,甘依

部分が鼎常に相加したものと,通常であったものとに A

分けて,その奇の平均粗畷敬を調べて見た｡しかし枇 も

の困加が麿贋に平均粗常温の滅少と関 聯して来るか

ら,同額の間に著しい対照を生 じて来ることは当然で ･

ま坤 o敵に此敢ユO眼 下のものを除いた救桝 竹 ヒ罷

112
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釈放の卜 )3･Omgと一致させたのは,岡馴こ併せ京L

である,鮭俄然塗 と禎寒空とにぬける各椴の平均粗硯

蕊の度数分布を比較し.7:見て取熟 詮の拭少が 3･Omg

以上の部分に於て同者の間に明かな差が認められると

考えたからであるo叉被薯塾の堆軌 こ放け争時間と平

均粗重畳の変化の軍位 とを固一･-の7'ケ-)りこ探ったが,

勿論之は舵射こ行ったもので,r当.%両薯の間に曲数的

な関旅があるものと恕胤l凍 るOここではた 二ゞつのI

E摘紳;よく似ち慨向を試すことのみ注FlLたい｡

比較的早い噂肌 こ決定される-と考えられる枕が異状

に珊加したもの吋於では,叉完全粒の多い比認1,18以

上のものが著しく城少したものが多く北の舘合的な結

果として平均粗悪丑の著しく軽い棺が多くなること,

及び鵬蜜斐増加の趨勢と被害玉樹こ放ける平均粗粒環の

相対度数のIA執租税とがよく一致した傾向を訳すこと

は餌二化岬の二イヒ頗虫の被掛 こよる捌 櫨 の減少が,

その加蜜時期の早晩に大きく左右されることをカモ唆し

ていると考えられる｡

箱4義 :披鴇輩の蜘史

r､ ･J･ ∴ ∴黒 :諒㍉ ∴

楠今風調奄した桐につい7:減収畳を計算して見たQ

その結果を筋4窮に示しであるO平均粗重畳の減少は

低疎に,.ULll苛値を比較すると槻準に比し 212mgrの減

少で,之は7･7/ob'に当るO叉奇観審程度及び軌粥部位

によ6)得た値を用いて閥族に計罫してもほぼ7.5%と

なる｡.叉鶴ユ韻の数膳を附いて完全粒準を計装すると

棲準では,重縁数の85･轡 が発条粒であるのに対し,

硬筆瞥6-は,完全粒札63･0%であって調 弦被斉のもの

に堵し73･7%,換雷すれば26･3%の滅少を嘉しているo

I汀.繰 括

1)無波涛蛍で それが第二化期の二化塀虫によって

加嵩きれた株と,加怒されなかった桃とから得 られた

｢恥

ものの闘 こは,平均粗粒率につい七も,此敢別組成に

'ついても有意の差はない様であるoLかし僅々の横取
早()見て,一概に椙に妨二化糊の二化供出の裾 蜂を閉
殻する髄カがないと結論するととはtLl来ない樺に.馴 つ

れる｡

2)被哲を受けた節間数が多いほど,又 齢 は 受け

た部位が高いほど平均粗霞敵ま噛(なるo叉各桜に放

けるJlf鞠 粗電漁の分相ま被番を受けた節閑散が凝るも

のの問に於でも,被寅部位の滞さが何等であると,皮

って被盤節間数が周じもので,級鞍部低の高さを鼎に

するものよりもよく鶏似した傾向を前 か｡

3)此罷1106以下の枇部分が朗常に朋 nしたもので

はその部分を除いたものに対する比寵1･18以上の完敬

粒の多い蔀か 壌 館に減少したものが多く,この弼蘭

の腰留で平均敬慕盛の甚だしく軌 ､ものが捕えているO

､又,禎雪空の1邪 掴勺推移と,被鵠灘の各韻に放ける平

均粗粒竃の相対的放散の題軌 的妹はよく一致した倣向

を現わすOこれらのことは約二他州の二化幌虫の敬tHtS
笹よる掛牧塩の変化胤 加賀時期の早晩が大きい腰軸

力を有していることを元すと考えられる｡

4)此等のことより見て約二化期の二北供血の加脊

櫨件の内で,最も大きく相の版数に影響するもの札

宿の成熟と相対的な加害の時期及び,加寮部位の滞さ

であって此等のものに比べると,被寮を受け允節問の

数の多少は比較的凝離 ミ舶 いも墾 考えでよい接で

ある｡

6)轡 の調査では鍬蝕 は秘蜘こ此し甲槻 恥
ついで7･5%,先金和戦について加3プo/の減少であっ

て節二化.tglの二化供出の紗掛忠牡 と豪放去りも,駄晶

質に大きく影響を及ぼしたものの様であるo

R由umi

rlhepresentpfLperisthereportcollCernlngthe

resultsofmyobservationsontheyieldredllCtion＼●
ofthericeplantsirLfestedbythesecondgenci.a-

tion larvae of the rice-borもI･, Chilo s717lbl叩
Butler.

Thisexperimenttvascれrried outin thefal･m,

belonging to theAgriculturれl Departm eLltOt

ltyoto tmiversiti, 政t TakAtukiCity, Osaka

pl･efecturc･

ThcPriceculmsexamir)edwereinfected bythe

rice-bol･ellWhichhAas arisen from its′e脚 ･

The昭gSWelear雌 ciallylr1110C:ulated o∫lthe l･iee<'･

culmsintheeXpClimentalpiots The plotshad

been cleaned up pr帥iously by taking off tile

stalkちWhichhadbeenchar)gedin leaf colourby

払¢infestationofthevery:oungborer.

The artificially innoculatBd eggs 蜘 tched
▲
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hetWecn August27aIld31, nnd theprice-punts

bloomedSeptcrnbcr12.Thevm･ietyofriムeplnrltS

usedwas"1{yotoAsEthi,"themidscilSOnJvariety･

Theyieldofthisycal.WasSlightlylessthanthat

oftheaverageyear,duetolc)wtemperatureand

shottofsunshirLe,duri噸 themiddleofSL,ptembel･

tothebet,inningOfOctob即･

TheresultsobtainedareasfoHows:

(1)Between thecarsofuninfestedcullnSin

theinfestedriceplantsandonesintheuninfcsted

riceplants,any Significant diffcrencc is n()t

recognized rcgal･ding一七he average number of

paddyin･nearandthespecificgr･lVityofarice

grnin･軌ltWiththisrcsulもIthinl【,itisimp･ossiblc

tocozICludehatriceplantshave.nocDmPCnSativc

abilityagainsttheinfcstationbytherice-borer･

(2)ThereductiorトOfyieldincl･eaSC台Withthe

irlCfeaSeOfthenumberoftheinternodesinfcBtCd,
and☆ith thcriseoftheheightoftheinternodcs

irtfestcd.Whentheculmsofdifferenta(唱l･eCSOf

irlfestation′andtheculrnqhavethesameheig7ht

ofinfestedintcl･fUde･theLrCductioLIOfthemetln

weightofagrainirka匂arl･CS¢mblも30r)aEtnOther

血op,eclosely than when culmswith th8 Same

degreeofirlfestation and adiffl･eeJltheightof

infestediT3teTnOde.

Thisfactsuggeststhat.theirlftuencesofthe

1)CISitiol10finfestation isgreaterthan th鵬 COl

I-hc'degreeofinfestation.

壌 節 15 肋

(3)The.cumulativefrequency curve ofthe
lnCanWeightsofagrainarisesfrom ainfcstcd

culm arldthedaily Ill_Cl･eaSe OfthenumberQf

the infested culms showsasimilar tendency

Whenthecnl･Shavil唱 manyblastedgl･ains

11血 ¢dthemeanvalueofweightofagraindn

thc川tioofthenumberofpcl･fectgraiTltOth at

ofexcludil唱 theblasted grains･bothdecrease

nlとIrkedly･Whethel･thegl.airlSareblastedorl10t

isdctt"･mined at野Ieallly period, during the

Severaldaysaftertheflowering Ofriceplants

Thercfol･e,itseemsthatthereductiorlB Ofth

yieldand小theratioofperfectgl･ainsflrehfluerI-

cedby-theealllir)essoftherelative periodof

borcL･infestationilgalnStthematuratioJ10friec ､

plantsr

(4)か('m thesefactsitcan.beconcludedthat

thedegreeofifestationbytherice-box.eraffecト

Ingtheteduction ofyield ofriceplantsare

dctcrmilledbythetimeandthepositionofth

horcr′s infestatiogbutthenumberofinfested

intcfnodesiSnegligible.

(5)Theratio ofrcduction oftheyield atld

theratioofLhel･eductionofperfectgrairlSWet

cEIIculated.TheformellWasfotlnd tobeabout

7% and thelattel･tO be about27% to the

corltrOl,Accol･dirlgly,1tSeernSthatthedamage

ofriceゃaused by thel･ice-bol･erisgl･eaterin

thequalitythaniルthcqu如如yofth8ricegrainl

斑oleculal･Structure of㍗-Zt狂C.MinoruNAlrjtZrWAELndTosihikoOrwA(IJaboratoryof

AgricultuL･alChemicals,and Takei Laboratory,InstituteforChemicalResearch;I(yoto

Ulliversity)RecievedMay31,1930,Botyt卜KagEzTuLIS,1比 1'J50(withEnglishrdsutllill(3)

㌔90.γ-B耳Cの分争構造に就て * 中島私 大封俊凄 (東都大学 成東化即 慨 室及び

イヒ学研究m･拭倍郁究壌)25･5･31党規

Vlotcq等 Ll)及び Bijvpct(叫 忠･港税評折から,又

Ba苧tinnsen尊 く31drlO)は電子線胆折鰍で)′-BHCや駆出

rはpppeceであると報解したQ.有機化当紺勺方法に

よる柄漁決まの矧 こかねてから中島等(6･8･)はr-BIIC

の汲蟻噴反礁とその反懸生成物の塩素化を行い,叉大

嶺等 (78･10) 粍 y-BHC の進攻の塩素化を行っていた

#が,今岡両者の得た実験泰寿額を掠合換討することによ

って)∫-BHC汲びにその近橡化合物の原子･の融 猷肘記

を決'-EL得たので矧 二報Jlti'･するo

Cri8tOl(n'綻dioxan芦溶液巾で a-BHCに br平ine

を作用させ と光拳W,性髄,(1-form)の分離に成功した

那,㍗-BHCに同機にbru(勲eを作用させて得た油状

114
し

間組は旋光性を経たなかったp大岩尊も亦 )′-BHCに

種々の楯件でbrucineを作用させて得た産物がやはE)

旋氾性を持たない都を知ったOこのことから )′-BHC

は対称構迫であろうと考えられる.(巽取締果 1)0

叉大尉等ほ 兜に )′-BHC の塩化物から徹点 55-

55.5Oの hcptachlorocyclohexalleの -新興粒体を得

たo(8)その後 diroxan-e溶液中でこのものに bruci即

を作用させで軌郎4-550比旋光度←払60の麿離卵

稔博士,種々の御教示を職い兜東京大学理学部瀬野

芝教授並びに染噂に飽か された米久侭遵盛払 勝村安而

山田良一の諸氏に感謝する-a


